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膿性部分を多く含むＰ２、Ｐ３は微生物検査に適する良質痰である。一方、唾液成分がほとんどである
Ｍ１、Ｍ２は微生物検査に適さない不良痰である。
検査材料は検査室に提出する前に必ず肉眼で観察し、微生物検査に適しているか否かを主治医が

判定する。

３) 呼吸器材料の採取法

(２) 良質痰と不良痰

表 喀出痰の肉眼的評価法

（Miller & Jones 分類）

分類 喀出痰の性状

Ｍ１ 唾液，完全な粘性痰

Ｍ２ 粘性痰の中に少量の膿性痰を含む

Ｐ１ 膿性部分が全体の1/3以下の痰

Ｐ２ 膿性部分が全体の1/3～2/3の痰

Ｐ３ 膿性部分が全体の2/3以上の痰
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